
研
究
代
表
者

稲
賀

繁
美

共
同
研
究
の
構
想
と
概
要（

１
）

―
―
導
入
の
た
め
に

研
究
目
的

一
九
世
紀
後
半
以
降
、
と
り
わ
け
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
西
洋
世
界
に
は
、
自
ら
の
行
き
詰
ま
り
を
克
服
す
る
た
め
の

可
能
性
を
「
東
洋
」
に
求
め
る
一
群
の
思
索
が
登
場
す
る
。
一
方
、
同
時
代
に
は
「
東
洋
」
の
側
か
ら
自
ら
の
「
非
西
洋
」
的
な
異

質
性
を
自
覚
し
、
西
洋
を
凌
駕
す
る
「
東
洋
」
観
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
学
術
／
藝
術
も
現
れ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
両
者
の
交
差

し
た
地
点
に
浮
上
し
た
「
東
洋
」
像
に
注
目
す
る
。
思
想
と
造
形
と
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
論
争
や
衝
突
を
吟
味
し
つ
つ
、
国
際
的
同

質
化
へ
の
要
請
と
文
化
的
異
質
性
へ
の
容
認
と
の
不
確
定
な
許
容
範
囲
に
鬩
ぎ
あ
う
、
葛
藤
と
妥
協
と
を
司
る
機
構
を
解
明
す
る
こ

と
が
目
的
と
な
る
。

研
究
の
学
術
的
背
景

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
の
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』（
一
九
七
八
）
は
、「
東
洋
」
と
は
西
洋
世
界
が
自
ら
の
利
害
関
心
に

沿
っ
て
捏
造
し
た
虚
像
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
政
治
性
を
糾
弾
し
た
（
２
）

。
中
近
東
ア
ラ
ブ
圏
を
主
要
な
対
象
と
す
る
サ
イ
ー
ド
の
著
作
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は
そ
の
後
三
十
年
近
く
、
学
術
に
お
け
る
西
洋
中
心
主
義
を
脱
却
す
る
う
え
で
、
北
米
を
中
心
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
。
だ

が
現
時
点
で
は
、
サ
イ
ー
ド
の
提
唱
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
そ
の
も
の
が
、
北
米
人
文
学
術
界
左
派
の
支
配
的
理
念
と
な
り
、

そ
れ
自
体
が
西
欧
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
ら
た
な
学
術
的
基
準
と
し
て
世
界
を
席
捲
す
る
状
況
を
生
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
は
、
非
西
洋
世
界
を
西
洋
世
界
に
よ
る
抑
圧
の
被
害
者
と
し
て
規
定
し
、
そ
の
怨
恨
を
煽
る
こ
と
で
、
少
数
派
に
「
他
者
性
」
ゆ
え

の
優
位
を
保
証
す
る
反
面
、
か
え
っ
て
東
西
あ
る
い
は
西
欧
と
非
西
欧
の
対
立
を
図
式
的
に
固
定
化
す
る
副
作
用
が
亢
進
し
て
い
る
。

研
究
代
表
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
と
経
緯
（
３
）

研
究
代
表
者
は
『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
事
典
』
に
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
」
の
項
目
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
ま
た
『
イ
ス
ラ

ー
ム
を
学
ぶ
人
た
ち
』
へ
の
依
頼
寄
稿
に
あ
っ
て
も
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
の
構
想
に
含
ま
れ
る
問
題
点
へ
の
批
判
に
先
鞭
を
つ

け
た
（
４
）

。
ま
た
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
を
中
心
と
す
る
欧
州
共
同
体
・
国
際
学
術
組
織T

ranscultura

（
一
九
八
八
年
発
足
）
の
創
設
会

員
と
し
て
、
思
想
的
な
側
面
並
び
に
造
形
藝
術
分
野
に
お
い
て
も
、
西
欧
世
界
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
む
非
西
欧
世
界
と
の
価

値
観
相
克
の
克
服
を
め
ざ
す
多
く
の
国
際
会
議
で
、
微
力
な
が
ら
提
言
を
続
け
て
き
た
（
５
）

。
一
九
九
八
年
に
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
い
てC

rossing
C

ultural
B

orders,
B

eyond
R

eciprocal
A

nthropology

を
開
催
し
、
そ
の
報
告
書
で
も
、
価
値
観
の

対
峙
を
土
俵
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
対
立
を
煽
り
立
て
る
が
ご
と
き
、
学
術
論
争
の
偽
り
の
対
話
原
理
の
政
治
性
に
疑
問
を

呈
し
て
き
た
（
６
）

。
こ
れ
ら
の
提
言
は
国
連
大
学U

nited
N

ations
U

niversity

が
二
〇
〇
一
年
夏
に
東
京
で
組
織
し
た
国
際
会
議
ほ
か

に
お
い
て
、
活
発
な
議
論
を
招
い
た
（
７
）

。
だ
が
、
直
後
の
九
月
一
一
日
の
事
件
以
降
、「
文
明
間
の
対
話
」
と
い
う
話
題
設
定
そ
の
も

の
が
、
急
速
に
退
潮
し
て
い
っ
た
。

他
方
、
造
形
藝
術
に
関
す
る
分
野
で
も
、
研
究
代
表
者
は
、
学
術
の
土
俵
の
う
え
で
「
東
洋
」
と
い
う
概
念
規
定
の
恣
意
性
が
隠

蔽
さ
れ
、
価
値
中
立
な
学
術
規
範
へ
と
変
装
さ
れ
て
ま
か
り
通
っ
て
い
る
現
実
を
、
一
貫
し
て
批
判
し
て
き
た
。
そ
の
発
端
は
一
九
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九
六
年
に
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
『
日
本
の
前
衛
』
展
へ
理
論
的
批
判
に
あ
り
（
８
）

、
近
年
は
二
〇
〇
八
年
ロ

ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
「
日
本
の
伝
統
工
藝
」
展
を
め
ぐ
る
公
開
討
論
会
へ
の
招
聘
に
至
る
（
９
）

。
そ
こ
で
の
論
点
を
整
理
し
よ
う
。
端

的
に
い
っ
て
、
博
物
館
、
美
術
館
の
よ
う
な
行
政
組
織
、
美
術
史
・
美
学
・
藝
術
学
を
含
む
東
洋
学
と
い
う
学
術
上
の
枠
組
み
の
設

定
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
学
問
分
野
に
お
け
る
対
象
領
域
の
限
定
と
い
う
三
つ
の
次
元
に
渡
っ
て
、
西
欧
社
会
で
成
立
し
た
制
度

的
・
理
論
的
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
世
界
が
分
別
さ
れ
、
考
察
の
対
象
へ
と
整
序
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
多
く
の
「
文
明
間
の
対
話
」

や
「
国
際
学
術
交
流
」
は
、
自
ら
が
こ
う
し
た
歴
史
的
・
政
治
的
な
足
枷
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
無
自
覚
な
ま
ま
、
か
え
っ
て
そ

の
反
復
的
再
生
産
と
共
犯
的
な
補
強
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
「
文
明
間
対
話
」
の
実
態
も
、
利
害
関
係
者
が
各
自
の
陣
営
に
立
脚
し
た
自
己
主
張
を
繰
り
返
す
雄
弁
術
の
国
際
対
抗
競
技

大
会
に
過
ぎ
ず
、
対
話
と
は
無
縁
な
外
交
儀
礼
に
終
わ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
招
聘
講
演
者
や
そ
の
後
援
母
体
に
は
、
政
府
機
関
、

非
政
府
機
関
を
問
わ
ず
、
出
身
国
や
国
際
社
会
で
の
自
ら
の
社
会
的
地
位
の
保
全
や
、
利
己
的
な
自
己
栄
達
・
自
己
満
足
の
た
め
に
、

こ
う
し
た
「
国
際
対
話
」
へ
の
出
演
の
機
会
を
窺
う
よ
う
な
有
名
文
化
人
の
例
が
後
を
絶
た
な
い
。
国
際
的
な
檜
舞
台
の
興
行
主
や

公
共
メ
デ
ィ
ア
の
側
で
も
、
興
行
成
績
で
点
数
を
稼
ぐ
た
め
の
格
好
の
定
番
と
し
て
「
異
文
化
対
話
」
と
い
う
土
俵
を
利
用
す
る
傾

向
が
否
め
な
い
。
外
国
か
ら
の
来
賓
を
招
い
て
講
演
を
開
け
ば
、
そ
れ
で
「
国
際
化
」
が
首
尾
よ
く
達
成
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
安
易

な
思
い
込
み
は
、
近
年
の
大
学
院
重
点
化
や
Ｃ
Ｏ
Ｅ
拠
点
形
成
事
業
の
掛
け
声
と
と
も
に
「
打
ち
上
げ
花
火
」
が
要
請
さ
れ
る
に
つ

れ
、
か
え
っ
て
助
長
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
惧
も
容
易
に
は
拭
い
去
れ
な
い
。

だ
が
国
際
競
技
大
会
の
学
者
版
、
あ
る
い
は
文
化
人
の
国
際
見
本
市
は
、
本
来
の
文
明
間
対
話
と
は
無
縁
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
、
西
欧
近
代
が
設
定
し
た
競
技
規
則
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
、
競
技
に
参
画
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
国
際

化
と
し
て
是
認
さ
れ
る
、
と
い
う
短
絡
に
あ
る
。
対
話
が
競
技
に
類
比
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
勝
敗
の
別
を
容
認
す
る
こ
と
に
繋

が
る
。
敗
者
は
発
言
権
を
失
う
と
な
れ
ば
、
逆
に
敗
者
・
弱
者
を
詐
称
し
、
そ
の
擁
護
を
訴
え
る
こ
と
で
強
者
の
地
位
を
簒
奪
し
よ

共同研究の構想と概要
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う
と
す
る
欺
瞞
が
登
場
す
る
。
こ
れ
が
冒
頭
に
触
れ
た
サ
イ
ー
ド
の
画
期
的
著
作
の
驥
尾
に
付
し
て
、
寄
生
虫
よ
ろ
し
く
繁
殖
し
た

サ
イ
デ
ィ
ズ
ムSaidism

と
呼
ば
れ
る
風
潮
に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
国
際
化
は
即
ち
善
と
す
る
思
い
込
み
が
日
本
に
は
現
在
も
な
お
支
配
的
だ
が
、
そ
の
国
際
社
会
を
律
す
る
掟
は
、
時
の
支

配
的
体
制
た
る
覇
権
が
準
備
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
（
１０
）

。
国
際
化
と
は
け
っ
し
て
無
味
無
臭
の
中
立
性
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

現
実
政
治
の
権
力
闘
争
の
現
場
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
欠
落
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
覇
権
争
い
に
勝
利
を
収
め
な
け
れ

ば
国
際
的
な
自
己
主
張
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
の
認
識
に
は
結
び
つ
く
ま
い
。
も
と
よ
り
国
際
的
と
い
う
価
値
観
は
、
国
と
い
う
単

位
を
前
提
と
し
た
複
合
体
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
は
た
し
て
国
と
い
う
単
位
が
文
化
間
対
話
に
と
っ
て
最
適

か
つ
唯
一
の
基
準
か
と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
自
明
性
を
享
受
で
き
る
国
民
は
、
そ
れ
こ
そ
今
日
の
国
民＝

国
家
体
制
に
あ
っ
て
少

数
派
で
し
か
な
い
こ
と
が
、
す
ぐ
に
も
判
明
す
る
（
１１
）

。
こ
の
よ
う
な
思
い
込
み
は
、
自
国
の
領
土
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
自
国
語
が
用
い

ら
れ
ず
、
し
か
も
自
国
領
土
内
部
で
は
単
一
の
言
語
に
よ
っ
て
生
活
や
教
育
全
般
が
律
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
自
足
で
き
る
（
と
い
う
虚

妄
が
支
配
的
で
あ
る
）
と
い
う
条
件
を
満
た
す
よ
う
な
稀
な
国
家
（
そ
の
一
例
が
日
本
だ
ろ
う
）
に
し
か
通
用
す
ま
い
（
１２
）

。

だ
が
ひ
と
た
び
大
相
撲
や
プ
ロ
・
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
を
見
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
さ
え
、
特
権
的
な
技
能
者
を
中
心
と
し
て
、
移

民
国
家
や
複
数
民
族
国
家
、
複
数
言
語
国
家
状
況
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

今
日
の
日
本
人
の
二
五
人
に
一
人
以
上
（
四
・
三
％
）
が
「
国
際
結
婚
」
す
る
、
と
の
報
告
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
が
、

こ
の
「
国
際
結
婚
」
な
る
名
称
が
今
な
お
社
会
的
に
通
用
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
日
本
社
会
の
特
異
性
、
意
識
の
う
え
で
の
顕
著
な
閉

鎖
性
が
認
め
ら
れ
る
。
領
土
問
題
と
し
て
の
国
境
（inter

―cultural
）
の
比
喩
は
足
元
か
ら
揺
ら
ぎ
、
異
文
化
間
対
話
は
近
所
付
き
合

い
や
家
庭
内
の
争
議
（intra

―cultural

）
へ
と
変
質
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
東
洋
意
識
」
を
問
い
な
お
す
こ
と
に
は
、
い
か

な
る
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

4



研
究
計
画
と
制
度
的
・
財
政
的
基
盤

こ
の
問
い
へ
の
間
接
的
な
応
答
と
し
て
、
昨
今
の
学
術
事
業
遂
行
に
伴
う
社
会
的
要
請
に
従
っ
て
、
や
や
煩
瑣
な
が
ら
本
研
究
に

先
立
つ
経
緯
、
お
よ
び
本
研
究
計
画
を
支
え
る
制
度
的
・
財
政
的
基
盤
に
つ
い
て
、
簡
略
に
説
明
す
る
。
研
究
代
表
者
は
、
奉
職
す

る
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
一
七
年
よ
り
の
三
年
計
画
と
し
て
、
共
同
研
究
会
「
日
本
の
伝
統
工
藝
再
考
」

（
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
六
）
の
組
織
を
許
さ
れ
た
（
１３
）

。
そ
の
一
環
と
し
て
の
国
際
研
究
集
会
を
含
む
機
会
を
活
用
し
、
従
来
の
西
洋
側
の

定
義
に
よ
る
「
美
術
」
研
究
や
「
伝
統
」
観
に
内
在
す
る
偏
向
に
対
す
る
批
判
的
認
識
を
国
際
的
に
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
に
、
意
を
用

い
て
き
た
。「
工
藝
」
は
従
来
、
欧
米
定
義
の
「
美
術
」
か
ら
は
排
斥
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
はJam

es

E
lkins

（ed.

）Is
A

rt
H

istory
G

lobal?

（R
outledge,2007

）
ほ
か
で
展
開
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
な
り
の
反
響
を
呼
び
、
英
語

圏
・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
跨
る
複
数
の
講
演
を
依
頼
さ
れ
て
き
た
（
１４
）

。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
徒
に
欧
米
と
の
違
い
を
誇
張
し
て
「
ア
ジ
ア
」
あ
る
い
は
「
東
洋
」
の
自
己
主
張
を
強
め
よ
う
と
す
る
居
直

り
の
よ
う
な
反
動
傾
向
も
見
逃
せ
な
い
。
研
究
代
表
者
は
、
国
際
比
較
文
学
会
の
国
際
理
事
と
し
て
、
幾
つ
か
の
国
際
学
会
で
の
学

術
発
表
を
通
じ
、
そ
う
し
た
「
被
抑
圧
者
」
や
そ
の
「
庇
護
者
」
を
演
じ
る
身
振
り
の
独
善
性
や
危
険
性
を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き

た
。
そ
の
う
え
で
、
東
西
の
是
々
非
々
に
囚
わ
れ
る
限
界
の
彼
方
で
、
異
な
る
価
値
観
が
衝
突
す
る
局
面
、
文
化
接
触
が
そ
の
臨
界

で
呈
す
る
現
象
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
「
文
化
間
葛
藤
の
気
象
学
」C

lim
atology

ofC
ulturalC

onflict

を
提
唱
し
て
い
る
（
１５
）

。

本
書
の
母
体
と
な
っ
た
共
同
研
究
は
、
こ
う
し
た
経
験
を
下
敷
き
と
し
て
、
そ
の
次
の
段
階
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
幸
い
に

し
て
問
題
意
識
を
共
有
す
る
内
外
の
研
究
者
に
、
専
門
分
野
を
横
断
し
て
の
参
加
と
ご
協
力
を
仰
く
こ
と
が
叶
い
、
平
成
二
十
年
よ

り
三
年
計
画
で
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ふ
た
つ
め
の
共
同
研
究
会
「『
東
洋
美
学
・
東
洋
的
思
惟
』
を
問

う：

自
己
認
識
の
危
機
と
将
来
へ
の
課
題
」（
二
〇
〇
八
―
二
〇
一
〇
）
を
主
催
す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
。
た
だ
し
大
学
共
同
利
用

研
究
所
の
共
同
研
究
会
で
は
、
規
定
に
よ
っ
て
、
研
究
会
の
参
加
旅
費
（
原
則
と
し
て
国
内
、
例
外
と
し
て
国
外
よ
り
の
限
定
招
聘
）
が

共同研究の構想と概要
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支
給
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
研
究
遂
行
に
必
要
と
さ
れ
る
現
地
調
査
・
体
系
的
な
文
献
蒐
集
と
分
析
と
に
要
す
る
研
究
費
・
設
備
備

品
費
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
国
際
研
究
集
会
の
実
施
、
海
外
に
お
け
る
現
地
研
究
者
を
交
え
た
研
究
会
組

織
の
た
め
の
費
用
も
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
助
成
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
た
め
平
成
二
二
年
度
よ
り
三
年
計
画
の
「
基
盤
研

究
（
Ａ
）（
一
般
）」
に
「『
東
洋
』
的
価
値
観
の
許
容
限
界：

「
異
質
」
な
思
想
・
藝
術
造
形
の
国
際
的
受
容
と
拒
絶
」
と
い
う
研
究

課
題
を
申
請
し
た
。
幸
い
に
も
こ
の
計
画
調
書
も
審
査
を
通
過
し
、
了
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
た
本
研
究
成
果
報
告
書
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
共
同
研
究
」
の
成
果
報
告
の
一

斑
を
な
す
。
一
方
、
そ
こ
に
寄
稿
さ
れ
た
個
別
研
究
は
、
右
に
記
し
た
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
調
査
・
研
究
の
成
果
を
盛
っ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
確
認
す
る
。

研
究
計
画

こ
う
し
て
発
足
し
、
研
究
資
金
の
裏
づ
け
を
得
た
研
究
会
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
以
下
の
六
件
の
互
い
に
密
接
に
関
連
す
る

課
題
を
設
定
し
、
分
科
会
形
式
の
調
査
研
究
に
よ
り
解
明
す
る
も
の
と
し
た
。

�

西
洋
の
衝
撃
に
対
し
て
「
東
洋
」
か
ら
発
言
し
た
知
識
人
・
藝
術
家
の
思
想
・
行
動
分
析：

従
来
の
国
別
の
分
析
を
乗
り
越
え
、
東
亜
・
東
南
亜
・
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
を
横
断
す
る
。

�
「
東
洋
か
ら
の
教
訓
」
を
汲
ん
だ
西
洋
の
知
識
人
・
藝
術
家
の
思
想
と
行
動
の
歴
史
・
類
型
分
類：

第
一
次
大
戦
、
第
二
次
大
戦
な
ど
の
時
代
状
況
と
の
関
数
に
お
い
て
主
要
な
論
争
を
位
置
づ
け
る
。

�

美
術
史
、
考
古
学
、
哲
学
、
思
想
史
な
ど
の
学
術
分
野
に
お
け
る
「
東
洋
」
の
位
置
づ
け：

東
洋
学
の
編
成
過
程
を
西
洋
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
各
地
の
学
術
制
度
の
整
備
に
お
い
て
把
握
す
る
。

�

万
国
博
覧
会
、
国
際
展
覧
会
な
ど
に
お
け
る
「
東
洋
」
規
定
を
め
ぐ
る
混
乱
と
論
争
の
総
括：
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従
来
の
一
九
世
紀
中
心
の
研
究
を
越
え
、
二
〇
世
紀
前
半
の
植
民
地
博
覧
会
を
視
野
に
収
め
る
。

�

近
代
制
度
確
立
に
お
け
る
「
東
西
対
立
」
と
思
想
・
造
形
に
お
け
る
価
値
観
の
相
克
の
分
析：

美
学
、
哲
学
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
思
想
、
政
治
思
想
、
法
思
想
に
お
け
る
知
見
と
比
較
す
る
。

�
「
東
洋
対
西
洋
」
の
対
比
図
式
に
孕
ま
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
偏
差
の
比
較
文
化
・
方
法
論
的
検
討：

帝
国
主
義
体
制
に
お
け
る
支
配
側
女
性
・
被
支
配
側
女
性
の
立
場
の
相
克
の
実
相
に
輪
郭
を
与
え
る
。

科
学
研
究
費
補
助
金
の
申
請
で
は
「
当
該
分
野
に
お
け
る
本
研
究
の
学
術
的
な
特
色
・
独
創
的
な
点
お
よ
び
予
想
さ
れ
る
結
果
と

意
義
」
の
記
述
を
求
め
ら
れ
る
。
該
当
箇
所
を
以
下
に
簡
略
に
述
べ
る
。

ま
ず
、
本
研
究
の
学
術
的
な
特
色
は
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
「
東
洋
」
を
、
西
側
世
界
の
利
害
関
心
と
、「
東
洋
」
側
の
自
己

認
識
と
の
衝
突
、
葛
藤
の
狭
間
に
形
成
さ
れ
た
「
制
度
お
よ
び
実
質
」
と
見
な
す
立
場
に
あ
る
。

「
東
洋
」
と
は
、
西
欧
と
非
西
欧
世
界
の
価
値
観
が
衝
突
す
る
臨
界
が
描
く
「
表
象
」
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
こ
で
発
生
し
た
混

淆
と
妥
協
と
が
描
い
た
「
姿
」
で
あ
る
。
い
か
な
る
「
東
洋
」
的
価
値
観
は
歓
迎
さ
れ
、
許
容
さ
れ
、
い
か
な
る
臨
界
を
越
え
た

「
東
洋
」
の
異
質
性
は
拒
絶
さ
れ
た
の
か
。
従
来
未
検
討
の
ま
ま
だ
っ
た
こ
の
機
構
（
力
学
的
・
化
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
を
、
思
想
史
や

倫
理
学
、
美
学
・
美
術
史
を
跨
い
で
総
合
的
、
領
域
横
断
的
に
、
国
際
的
な
利
害
対
立
を
双
方
向
よ
り
視
野
に
納
め
て
解
明
し
よ
う

と
す
る
構
想
に
、
本
研
究
の
独
創
性
が
存
す
る
。

こ
こ
か
ら
「
予
想
さ
れ
る
結
果
あ
る
い
は
成
果
」
は
、
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

（
一
）
西
洋
世
界
の
「
他
者
」
た
る
「
東
洋
」
の
許
容
臨
界
を
、
具
体
的
な
論
争
や
対
立
を
手
が
か
り
に
測
定
す
る
こ
と
は
、「
国
際

社
会
」
の
暗
黙
・
無
自
覚
な
「
掟
」rules

を
批
判
的
に
炙
り
出
す
こ
と
に
繋
が
る
。
支
配
的
論
理
へ
の
追
従
で
も
な
く
、
唯
我
独

尊
の
傲
慢
で
も
な
い
、
第
三
の
立
脚
点
を
理
論
的
に
提
案
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
本
研
究
の
延
長
上
で
、
将
来
に
む
け
た
実
践
的
な
課

共同研究の構想と概要
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題
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

（
二
）
許
容
と
拒
絶
の
狭
間
に
析
出
す
る
「
東
洋
」
の
葛
藤
の
軌
跡
を
思
想
史
・
造
形
史
を
通
じ
て
多
角
的
に
精
査
し
、
そ
の
達
成

と
挫
折
と
を
総
合
的
に
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
文
化
交
渉
の
場
で
西
洋
的
価
値
観
と
非
西
洋
的
価
値
観
と
の
対
立
を
克
服

す
る
、
方
法
論
的
な
処
方
箋
を
見
出
す
糸
口
を
得
た
い
。

（
三
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
謳
わ
れ
る
二
一
世
紀
社
会
に
お
い
て
、
従
来
の
西
洋
基
準
の
学
術
的
方
法
や
理
論
を
非
西
洋
社
会
の
現
象

に
一
方
的
に
適
用
す
る
横
暴
へ
の
反
省
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
西
欧
的
価
値
観
の
擁
護
か
、
そ
れ
へ
の
敵
対
か
の
二
律
背
反
と
膠
着

を
越
え
、
国
際
的
な
知
的
交
流
の
場
の
再
設
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
異
質
性
へ
の
寛
容
と
同
質
性
へ
の
要
請
と
の

乖
離
を
い
か
に
調
停
す
べ
き
か
を
問
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
実
践
的
な
英
知
を
集
約
す
る
教
訓
が
、
二
〇
世
紀
の
「
東
洋
」
像
の
屈

曲
の
う
ち
に
未
開
発
の
ま
ま
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
知
的
遺
産
を
発
掘
し
、
そ
の
教
訓
を
再
生
す
る
よ
う
な
成
果
の
公
表
に
結

び
付
け
た
い
。

本
研
究
及
び
本
書
の
具
体
的
な
構
成

本
研
究
は
、
右
の
「
研
究
目
的
」
に
あ
げ
た
六
項
目
の
課
題
に
そ
っ
て
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
「
研
究
分
担
者
」
に
「
総
括
責

任
者
」
を
依
頼
し
、
そ
こ
に
各
分
野
か
ら
選
出
し
た
適
切
な
「
研
究
協
力
者
」
を
配
し
、
分
科
会
形
式
で
お
の
お
の
の
課
題
に
答
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
々
の
課
題
で
必
要
と
す
る
文
献
蒐
集
に
は
海
外
調
査
を
含
む
も
の
と
し
、
分
析
の
成
果
を
も
ち
よ
り
、

討
議
の
う
え
学
術
的
成
果
へ
と
精
錬
し
、
こ
こ
に
本
論
文
集
と
し
て
刊
行
す
る
。
そ
の
傍
ら
、
研
究
の
中
間
的
成
果
を
、
関
連
す
る

国
際
学
会
で
発
表
・
発
信
す
る
た
め
の
機
会
を
提
供
す
る
。
そ
こ
で
は
海
外
で
の
出
版
に
耐
え
う
る
水
準
の
成
果
報
告
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
。
本
報
告
書
は
国
内
向
け
の
出
版
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
宰
の
第

三
八
回
国
際
研
究
集
会
の
英
文
に
よ
る
報
告
書
も
編
纂
・
刊
行
す
る
（
１６
）

。
さ
ら
に
科
学
研
究
費
補
助
金
か
ら
印
刷
費
用
を
得
て
、
関
連
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学
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
論
文
か
ら
、
学
術
審
査
を
通
過
し
た
論
稿
を
編
纂
の
う
え
、
出
版
す
る
（
１７
）

。
こ

れ
は
、
人
文
領
域
で
の
国
際
的
な
学
術
出
版
状
況
が
構
造
的
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
日
本
か
ら
必
要
最
低
限
な
海
外

発
信
を
試
み
る
企
て
で
も
あ
る
。

研
究
体
制
・
研
究
組
織
と
役
割
分
担：

分
科
会
お
よ
び
本
書
の
構
成

本
書
の
構
成
は
、
お
お
む
ね
右
に
述
べ
た
�
―
�
の
問
題
意
識
に
沿
う
分
科
会
の
組
織
に
対
応
す
る
。
そ
の
各
々
に
若
干
の
説
明

を
加
え
た
い
。
な
お
各
項
の
最
後
に
あ
る
「
研
究
協
力
者
」
と
は
、
当
該
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
「
研
究
協
力
者
」
を
意
味
す

る
。
こ
れ
ら
の
「
研
究
協
力
者
」
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
共
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
研
究
発
表
を
行
っ

て
お
り
、
す
で
に
学
術
実
績
に
お
い
て
確
た
る
評
価
を
得
て
い
る
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
「
招
聘
予
定

者
」
は
、
計
画
段
階
で
、
国
際
研
究
集
会
へ
の
招
聘
を
予
定
し
た
海
外
の
研
究
者
で
あ
る
。
実
際
の
国
際
研
究
集
会
は
、
上
述
の
よ

う
に
、
そ
の
後
平
成
二
二
年
に
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
実
現
し
た
。
科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
時
点
で
の
研
究
班
の
構
想

と
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
な
お
以
下
の
「
研
究
協
力
者
」
予
定
者
に
は
、
異
動
そ
の
他
の
事
情
で
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
も

含
ま
れ
る
）。

�

西
洋
の
衝
撃
に
対
し
て
「
東
洋
」
か
ら
発
言
し
た
知
識
人
・
芸
術
家
の
思
想
・
行
動
分
析

統
括
責
任：

林
洋
子
・
李
建
志

《
西
欧
の
衝
撃
へ
の
「
東
洋
」
の
反
応
》
の
第
一
世
代
と
し
て
、
辜
鴻
銘
、
孫
文
、
岡
倉
覚
三
、

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
な
ど
、
欧
文
で
著
作
を
刊
行
し
た
知
識
人
の
行
動
と
思
想
を
総
合
的
に
再
検
討
す
る
。
同
時
に

「
東
洋
人
」
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
西
洋
世
界
で
活
躍
し
た
藝
術
家
た
ち
の
軌
跡
と
そ
の
時
代
的
な
蹉
跌
も
掘
り
起
こ
し
、「
東

洋
」
の
知
的
地
政
学
の
な
か
に
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
、
従
来
の
評
価
を
刷
新
す
る
。
た
し
か
に
従
来
も
、
個
々
の
人
物
に
関
す
る

共同研究の構想と概要
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独
立
し
た
研
究
は
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、「
東
洋
」
の
西
欧
へ
の
反
応
と
い
う
視
点
か
ら
、
中
韓
日
さ
ら
に
イ
ン
ド
、
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
、
モ
ン
ゴ
ル
等
に
及
ぶ
、
国
籍
を
越
え
た
比
較
考
量
を
意
図
す
る
枠
組
み
は
提
案
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
個
々
人
の
思
想

研
究
は
存
在
し
た
が
、
そ
の
著
作
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
か
、
美
術
行
政
を
含
む
物
質
文
化
・
精
神
文
化

へ
の
寄
与
と
功
罪
、
母
語
圏
と
記
述
言
語
圏
で
の
受
容
の
落
差
、
と
い
っ
た
観
点
は
な
お
未
開
拓
で
あ
り
、
共
同
事
業
に
よ
る
情
報

集
約
・
比
較
に
よ
っ
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

◎
研
究
協
力
者：
平
川
�
弘
、
木
下
長
宏
、
劉
岸
偉
、
劉
香
織
、
範
麗
雅
、
大
嶋
仁
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ダ
リ
シ
エ

◎
招
聘
予
定
者：

ミ
ケ
ー
レ
・
マ
ー
ラ
、
太
田
雄
三
、
ロ
ス
ト
ム
・
バ
ル
ー
チ
ャ

＊
第
一
班
の
成
果
は
、
本
書
で
は
第
一
部
「�
東
洋
�
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
と
葛
藤
」
お
よ
び
第
二
部
「
東
洋
人
の
自
意
識
」
さ
ら
に

は
文
体
上
の
配
慮
か
ら
「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
ほ
か
に
分
け
て
収
録
す
る
（
１７
）

。

�
「
東
洋
か
ら
の
教
訓
」
を
汲
ん
だ
西
洋
の
知
識
人
・
藝
術
家
の
思
想
と
行
動
の
歴
史
・
類
型
分
類

統
括
責
任：

稲
賀
繁
美
・
橋
本
順
光

《
東
洋
か
ら
の
教
訓
》
を
汲
ん
だ
西
欧
側
知
識
人
の
思
想
と
行
動
を
、
領
域
・
国
籍
を
横

断
し
て
解
明
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
東
洋
の
倫
理
を
説
い
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
ら
を
嚆
矢
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
後
に

「
西
洋
の
危
機
」
を
訴
え
た
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
、
東
洋
美
術
史
を
世
界
美
術
史
に
組
み
込
も
う
と
し
た
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
オ
ン
、

イ
ン
ド
へ
と
開
眼
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
、
東
洋
へ
の
旅
か
ら
教
訓
を
汲
ん
だ
ル
ド
ル
フ
・
パ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
て
仏
教
を
攻
撃
し
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
、
さ
ら
に
東
洋
の
脅
威
を
訴
え
て
、
ア
ジ
ア
に
理
解
を
示
す
西
洋
知
識

人
た
ち
を
糾
弾
し
た
ア
ン
リ
・
マ
シ
ス
に
い
た
る
ま
で
の
振
幅
を
検
討
し
、「
東
洋
」
の
誘
惑
と
脅
威
と
い
う
、
相
反
す
る
反
応
の

背
景
と
発
現
の
機
構
を
解
明
す
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ワ
グ
ネ
ル
、
ベ
ル
ツ
ら
の
お
雇
い
外
国
人
か
ら
は
じ
ま
り
、

戦
中
期
の
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
、
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ゼ
ッ
ケ
ル
な
ど
に
至
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る
「
東
洋
」
で
教
鞭
を
と
っ
た
知
識
人
の
東
西
観
と
、
通
訳
と
な
っ
た
学
生
た
ち
と
の
情
報
交
換
に
お
け
る
偏
差
も
無
視
で
き
な
い
。

と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
を
含
む
「
東
洋
」
の
評
価
を
め
ぐ
る
論
争
を
整
理
し
、
政
治
学
的
決
定
を
背
後
か
ら
支
え
た
国
際
的
思
想

状
況
を
総
括
し
た
い
。

◎
研
究
協
力
者：

芳
賀
徹
、
大
橋
良
介
、
プ
ラ
ダ
・
ヴ
ィ
セ
ン
テ
、
鵜
飼
敦
子
、
檜
垣
樹
理
、
山
田
奨
治
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ

ー
マ
ン

◎
招
聘
予
定
者：
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ュ
パ
イ
デ
ル
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
、
ミ
ン
ナ
・
ト
ー
マ
、
キ
ム
・
ブ
ラ
ン
ト

＊
第
二
班
の
成
果
は
、
本
書
に
は
直
接
は
収
録
せ
ず
、
別
途
刊
行
の
英
語
論
文
集
（
注
１６
）
ほ
か
に
収
録
し
た
（
１８
）

。

�

美
術
史
、
考
古
学
、
哲
学
、
思
想
史
な
ど
の
学
術
分
野
に
お
け
る
「
東
洋
」
の
位
置
づ
け

統
括
責
任：

藤
原
貞
朗
・
戦
暁
梅

美
術
史
学
、
考
古
学
、
哲
学
、
倫
理
学
な
ど
「
東
洋
」
を
め
ぐ
る
学
術
の
制
度
的
確
立
と
、

そ
こ
に
発
生
し
た
価
値
観
の
相
克
、
欧
米
研
究
者
と
東
洋
の
研
究
者
と
の
交
渉
の
軌
跡
を
、
国
際
比
較
と
具
体
的
な
人
物
交
流
を
視

野
に
お
さ
め
て
把
握
す
る
。
と
り
わ
け
従
来
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
を
横
断
す
る
学
術
制
度
設
計
の
比
較
、
相
互
影
響
と
競
合
の
様

子
に
は
、
充
分
な
復
元
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
中
国
の
金
石
学
と
西
欧
の
考
古
学
と
の
接
続
・
乖
離
、
そ
こ
に
孕
ま
れ
た

価
値
観
の
衝
突
な
ど
も
、
個
々
の
学
問
分
野
内
部
で
は
、
た
ん
な
る
新
旧
交
代
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
西
洋
留

学
か
ら
箔
を
つ
け
て
故
郷
に
凱
旋
し
た
学
者
が
、
留
学
先
で
は
一
介
の
情
報
提
供
者
と
し
て
遇
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
。
瀧
精
一
、
大

村
西
崖
、
濱
田
耕
作
、
梅
原
末
治
、
矢
代
幸
雄
か
ら
島
田
修
二
郎
ら
、
海
外
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
日
本
人
学
者
だ
け
で
な
く
、

中
国
で
五
四
運
動
に
関
わ
っ
た
陳
師
曾
、
鄭
昶
、
潘
天
寿
、
傅
抱
石
、
中
国
藝
術
史
学
会
（
一
九
三
七
）
の
発
足
に
尽
力
し
た
滕
固
、

朝
鮮
の
高
裕
燮
、
朴
鐘
鴻
ら
を
含
む
「
東
洋
学
」
の
系
譜
と
そ
の
特
色
並
び
に
限
界
を
、
国
際
的
な
知
的
力
学
の
函
数
に
お
い
て
解

明
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

共同研究の構想と概要
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◎
研
究
協
力
者：

礪
波
護
、
小
田
部
胤
久
、
西
原
大
輔
、
西
槇
偉
、
衣
笠
正
晃
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ク
リ
シ
ャ
ー
、
古
田
島
洋
介
、
劉

建
輝
、
磯
前
順
一
、
ミ
ュ
リ
エ
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク

◎
招
聘
予
定
者：

厳
安
生
、
閔
周
植
、
ペ
イ
・
ヒ
ュ
ン
イ
ル
、
リ
デ
ィ
ア
・
リ
ュ
ー
、
ア
リ
ス
・
フ
ォ
ル
カ
ー
、
ジ
ャ
ゾ
ン
・
ク
オ
、

ペ
ッ
カ
・
コ
ル
ホ
ネ
ン
、
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
・
グ
ラ
イ
ナ
ー
、
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー＝

タ
マ
キ
、
ア
ン
ト
ン
・
セ
ヴ
ィ
ッ
ラ

＊
第
三
班
の
成
果
は
、
本
書
で
は
第
三
部
「
東
西
融
合
の
夢
と
現
実
」
に
そ
の
一
部
を
収
録
す
る
。
ま
た
幾
つ
か
の
英
文
で
の
報
告

は
、
別
途
刊
行
の
英
文
に
よ
る
国
際
研
究
集
会
報
告
書
（
注
１６
）
に
収
録
し
た
（
２０
）

。

�

万
国
博
覧
会
、
国
際
展
覧
会
な
ど
に
お
け
る
「
東
洋
」
規
定
を
め
ぐ
る
混
乱
と
論
争
の
総
括

統
括
責
任：

佐
野
真
由
子
・
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー

文
化
事
業
に
お
い
て
露
呈
し
た
「
東
洋
」
像
の
認
識
錯
誤
や
混
乱
を

抽
出
し
、
そ
こ
に
発
生
し
た
力
学
的
・
化
学
的
変
性
作
用
を
解
明
す
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
万
国
博
覧
会
を
始
め
と
し
、
一
九
一
〇

年
の
日
英
博
覧
会
、
一
九
三
〇
年
代
の
ロ
ー
マ
や
ベ
ル
リ
ン
の
東
洋
展
覧
会
、
一
九
三
六
―
七
年
の
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

お
け
る
中
国
故
宮
美
術
展
な
ど
で
は
、
展
示
品
の
価
値
評
価
、
仏
像
を
美
術
品
と
見
な
す
か
否
か
の
価
値
基
準
等
に
お
い
て
、
様
々

な
葛
藤
や
衝
突
が
発
生
し
た
。
敗
戦
後
の
講
和
条
約
締
結
記
念
の
展
覧
会
の
展
示
戦
略
に
関
し
て
も
、
日
中
韓
の
状
況
比
較
す
ら
学

術
的
に
は
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
戦
時
中
の
満
洲
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
文
化
会
館
の
運
営
、
国
際
文
化
振
興
会
の

「
文
化
工
作
」
か
ら
敗
戦
後
の
国
際
交
流
基
金
の
運
営
方
針
に
至
る
ま
で
、
学
術
的
な
総
括
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◎
研
究
協
力
者：

島
本
浣
、
安
松
み
ゆ
き
、
伊
藤
奈
保
子
、
松
原
知
生
、
今
井
祐
子
、
河
田
明
久
、
吉
本
弥
生
、
千
葉
慶
、
鈴
木
禎

宏
、
平
野
共
余
子
、
細
川
周
平
、
李
偉

◎
招
聘
予
定
者：

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ワ
イ
ゼ
ン
フ
ェ
ル
ド
、
ア
イ
ダ
・
ユ
ェ
ン
・
ウ
ォ
ン
、
菊
池
裕
子
、
王
正
華
、
金
淑
栄
、
富
井

玲
子

12



＊
第
四
班
の
成
果
は
、
本
書
第
四
部
「
演
出
さ
れ
る
�
東
洋
�：

外
延
と
内
包
」
に
収
録
し
た
ほ
か
、
英
文
に
よ
る
国
際
研
究
会
報

告
書
（
注
１６
）
お
よ
び
、
英
文
に
よ
る
海
外
・
国
際
学
会
報
告
書
（
注
１７
）
ほ
か
に
分
載
す
る
（
２１
）

。

�

近
代
制
度
確
立
に
お
け
る
「
東
西
対
立
」
と
思
想
・
造
形
に
お
け
る
価
値
観
の
相
克
の
分
析

統
括
責
任：
瀧
井
一
博
・
テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル

近
代
国
家
の
制
度
的
確
立
過
程
で
発
生
し
た
価
値
観
の
「
東
西
対
立
」
も

看
過
で
き
な
い
。
西
洋
学
術
と
儒
教
的
伝
統
と
の
得
失
は
、
文
久
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
西
周
と
津
田
真
道
と
の
意
見
の

相
違
に
は
じ
ま
り
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
み
な
ら
ず
、
孫
文
や
吉
野
作
造
の
政
体
論
、
穂
積
陳
重
の
民
法
に
関
す
る
学
説
に
も
翳
を

落
と
し
、
倫
理
観
に
お
け
る
「
東
洋
」
観
の
系
譜
を
形
作
る
。「
東
洋
」
の
優
位
を
言
い
立
て
る
言
説
は
、
両
大
戦
期
に
は
野
口
米

次
郎
、
鈴
木
大
拙
、
柳
宗
悦
、
和
辻
哲
郎
、
橋
本
関
雪
、
鼓
常
良
、
保
田
與
重
郎
な
ど
の
著
述
家
に
あ
っ
て
、
多
様
に
変
奏
さ
れ
た
。

し
か
し
従
来
こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
日
本
内
部
で
孤
立
し
て
批
判
さ
れ
る
傾
向
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
同
時
代
中
国
の
蔡
元
培
、

梁
啓
超
、
林
語
堂
、
周
作
人
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
ア
ナ
ン
ダ
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
ー
、
カ
リ
ダ
ス
・
ナ
グ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

知
識
人
の
思
索
や
行
動
と
並
列
し
比
較
す
る
こ
と
で
初
め
て
、「
東
洋
」
に
お
け
る
「
東
洋
」
像
の
孕
む
問
題
と
可
能
性
を
総
合
的

に
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
観
点
は
、
敗
戦
後
の
極
東
軍
事
裁
判
に
お
け
る
倫
理
問
題
、
民
法
改
正
の
思
想
的
背
景
の
再
検

討
に
も
有
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

◎
研
究
協
力
者：

佐
々
木
健
一
、
金
田
晋
、
朴
美
貞
、
陸
偉
栄
、
中
島
岳
史
、
鈴
木
貞
美
、
牛
村
圭

◎
招
聘
予
定
者：

孫
歌
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
カ
プ
ト
ゥ
、
ス
ザ
ン
ナ
・
フ
ォ
ル
マ
レ
ク

＊
第
五
班
の
成
果
は
、
本
書
第
五
部
「
美
的
東
洋
の
探
究
と
桎
梏
」
に
一
部
収
録
し
た
ほ
か
、
併
催
し
た
国
際
研
究
会
の
英
文
報
告

書
（
注
１７
）
お
よ
び
研
究
分
担
者
・
研
究
協
力
者
が
別
途
に
刊
行
す
る
論
文
と
し
て
社
会
還
元
を
果
た
す
。
な
お
研
究
協
力
予
定

者
の
う
ち
別
途
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
経
理
上
の
無
用
な
混
乱
を
避
け
る
配
慮
か
ら
、
本
研

共同研究の構想と概要
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究
に
よ
る
助
成
で
は
な
く
、
別
途
の
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
と
し
て
報
告
し
た
成
果
が
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。
な
お
前
後
し

て
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
人
物
や
事
績
に
関
わ
る
共
同
研
究
が
何
本
か
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
こ
の
計
画
に
揚
げ
た
幾
つ
か
の
話
題
の
う
ち
に
は
、
そ
れ
ら
の
共
同
研
究
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
成
果
報
告

は
こ
れ
ら
の
共
同
研
究
会
報
告
書
の
刊
行
に
待
つ
（
２２
）

。

�
「
東
洋
対
西
洋
」
の
対
比
図
式
に
孕
ま
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
偏
差
の
比
較
文
化
・
方
法
論
的
検
討

統
括
責
任：

中
村
和
恵

《
東
洋
対
西
洋
》
の
図
式
は
、
し
ば
し
ば
西
洋
側
支
配
者
を
《
男
性
》
に
、
東
洋
側
の
被
支
配
者
を

《
女
性
》
と
み
る
図
式
を
誘
発
し
て
き
た
。
だ
が
こ
の
図
式
は
「
東
洋
」
内
部
で
の
支
配
と
被
支
配
と
い
う
入
れ
子
構
造
を
隠
蔽
す

る
隠
れ
蓑
に
悪
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
英
国
支
配
の
植
民
地
イ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ス
タ
ー
・
ニ
ヴ
ェ
デ
ィ
タ
か
ら
ミ
ラ
・

ア
ル
フ
ァ
ー
サ
に
い
た
る
系
譜
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
欧
米
の
白
人
女
性
が
ア
ジ
ア
の
社
会
変
革
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
係
数

が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
。
岡
倉
覚
三
や
野
口
米
次
郎
の
東
洋
観
は
「
母
な
る
イ
ン
ド
」
を
見
落
と
し
て
は
理
解
不
能
で
あ
り
、
実
際
、

「
東
洋
」
に
お
け
る
女
性
の
地
位
に
関
す
る
議
論
は
、「
東
洋
学
」
の
政
治
性
と
無
縁
で
な
い
。
ま
た
辜
鴻
銘
や
周
作
人
が
日
本
婦
人

を
、
新
渡
戸
稲
造
が
米
国
婦
人
を
娶
っ
た
事
実
が
含
む
社
会
学
的
意
味
な
ど
も
、
当
時
の
国
際
的
な
知
的
環
境
の
も
と
で
、「
東

洋
」
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
た
め
糸
口
と
な
ろ
う
。
片
倉
も
と
こ
『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
日
常
生
活
』、
井
波
律
子
『
中

国
烈
女
伝
』
の
着
眼
を
拡
大
し
、
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
合
間
の
時
代
に
着
目
し
「
東
洋
」
に
お
け
る
《
女
性
》
の
役
割
を
解
明
し
た

い
。

◎
研
究
協
力
者：

濱
下
昌
宏
、
金
恵
信
、
村
井
則
子
、
堀
ま
ど
か

◎
招
聘
予
定
者：

グ
ー
ハ
・
タ
ク
ル
タ

＊
第
六
班
の
研
究
遂
行
は
、
統
括
責
任
予
定
者
が
在
外
研
修
に
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
班
と
し
て
は
解
消
し
、
他
の
作
業
班
に
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溶
け
込
ま
せ
て
遂
行
し
た
。
な
お
こ
こ
で
言
う
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
狭
義
の
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
殖
民
地
経
営
の
半
面
を

占
め
る
「
影
の
仕
事
」shadow

w
ork

と
い
う
広
大
な
研
究
領
域
を
な
す
。
そ
の
成
果
の
一
斑
は
、
本
書
で
は
第
六
部
「
経
営

事
業
と
し
て
の
「
東
洋
」」
に
組
み
込
ん
だ
。
な
お
別
途
刊
行
す
る
海
外
国
際
学
会
英
文
成
果
報
告
書
（
注
１７
第
二
部
）
に
も
、
そ

の
成
果
の
一
部
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
２３
）

。

本
書
の
限
界

本
書
の
目
次
に
見
え
る
構
成
は
、
以
上
の
計
画
か
ら
派
生
し
た
、
実
際
の
発
展
形
態
、
あ
る
い
は
現
実
的
な
妥
協
の
産
物
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
実
際
の
研
究
会
で
は
参
加
者
に
異
同
が
あ
る
。
と
り
わ
け
勤
務
先
の
都
合
や
在
外
研
修
な
ど
の
事
情
で
ご
参
加

い
た
だ
け
な
か
っ
た
国
内
研
究
者
も
あ
れ
ば
、
招
聘
を
希
望
し
な
が
ら
本
務
ほ
か
の
事
情
で
来
日
を
果
た
せ
な
か
っ
た
海
外
の
研
究

者
も
あ
る
。
さ
ら
に
編
集
の
都
合
お
よ
び
許
さ
れ
る
紙
幅
の
関
係
で
、
本
論
文
集
で
は
、
�－

�
の
各
部
ご
と
に
三
本
の
論
稿
を
収

録
し
た
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
こ
の
計
画
表
と
は
異
な
っ
た
範
疇
に
入
れ
替
え
さ
せ
て
頂
い
た
論
稿
も
あ
る
。
く
わ
え
て
、
別
途
の
国

際
研
究
集
会
（
二
〇
一
〇
年
、
京
都
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催：

註
１６
の
文
献
）
あ
る
い
は
海
外
の
国
際
学
会
（
二
〇
一
〇

年
は
ソ
ウ
ル
の
国
際
比
較
文
学
会：

註
１７
の
文
献
）
で
発
表
さ
れ
た
英
文
論
文
は
、
本
論
文
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り

す
る
必
要
が
あ
る
。

編
集
の
時
間
的
制
約
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
本
論
文
集
か
ら
は
積
み
残
し
と
な
っ
た
共
同
研
究
員
各
位
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

研
究
代
表
者
・
編
者
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
共
同
研
究
会
そ
の
も
の
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、

本
論
文
集
巻
末
に
、
四
年
間
に
わ
た
る
そ
の
日
程
と
発
表
者
・
発
表
題
名
一
覧
を
掲
載
し
た
。
最
後
に
、
本
論
文
集
に
は
収
録
で
き

な
か
っ
た
論
考
に
つ
い
て
は
、
別
途
に
公
表
の
機
会
を
設
け
る
べ
く
計
画
中
で
あ
る
こ
と
を
、
付
記
し
て
お
き
た
い
（
２４
）

。

共同研究の構想と概要
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註（
１
）

以
下
は
、
本
研
究
遂
行
の
た
め
に
平
成
二
二
年
度
よ
り
三
年
計
画
と
し
て
申
請
し
た
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
一
般
）」

「『
東
洋
』
的
価
値
観
の
許
容
限
界：

「
異
質
」
な
思
想
・
藝
術
造
形
の
国
際
的
受
容
と
拒
絶
」
の
計
画
調
書
を
、
本
報
告
書
の
主
旨
に
照
ら

し
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
行
政
書
類
ゆ
え
に
や
や
煩
雑
か
つ
「
居
丈
高
」
あ
る
い
は
「
自
己
顕
示
臭
」
の
目
立
つ
行
文
も
残
る
が
、

昨
今
の
競
争
資
金
獲
得
の
書
式
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。（
二
〇
一
一
年
二
月
一
一
日
記
）

（
２
）E

dw
ard

W
.

Said,
O

rientalism
,

V
intage

B
ook,

1978.

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
今
沢
紀
子
訳
・
板

垣
雄
三
・
杉
田
英
明
監
修
、
�
凡
社
、
一
九
八
六
年
。
藝
術
史
の
領
域
で
の
そ
の
最
良
の
批
判
と
し
て
はJohn

M
.M

acK
enzie,

O
riental-

ism
,H

istory,theory
and

the
arts,M

anchester
U

niversity
Press,1995.

ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
『
大
英
帝
国
の
オ
リ
エ
タ
リ

ズ
ム

歴
史
・
理
論
・
諸
芸
術
』
平
田
雅
博
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

（
３
）

科
学
研
究
費
補
助
金
申
請
書
で
は
、「
研
究
目
的
」
欄
に
「
応
募
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
着
想
に
至
っ
た
経
緯
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
成
果
を
発
展
さ
せ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
等
」
を
記
述
す
べ
し
、
と
の
規
定
が
あ
る
。
以
下
の
節
は
こ
の
規
定
を
満
た
す
た
め
の

記
述
で
あ
る
。

（
４
）
『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
該
当
項
目
。「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
論
」
山
内
昌
之
・
大
塚
和
夫
編
『
イ
ス
ラ
ー

ム
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
三
年
、
二
七
六
―
二
九
一
頁
。
こ
れ
ら
の
執
筆
を
筆
者
に
促
し
た
の
は
一
九
八
二
年
に
カ

イ
ロ
で
会
っ
た
、
故
・
大
塚
和
夫
で
あ
っ
た
。
哀
悼
の
意
を
こ
め
て
こ
こ
に
記
録
す
る
。
大
塚
和
夫
「
稲
賀
繁
美
編
『
異
文
化
理
解
の
倫
理

に
む
け
て
』」『
文
化
人
類
学
文
献
事
典
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
頁
。

（
５
）

そ
の
出
発
点
と
し
てShigem

i
Inaga,

«Im
possible

A
vant−garde

au
Japon»,

in
T

ranscultura

（éd

）,
C

onnaissance
et

réciprocité,C
H

IC
O

éditeur,1988
pp.197−207.“T

he
Im

possible
A

vant−G
arde

in
Japan

:
D

oes
the

avant−garde
exist

in
the

T
hird

W
orld?

”doxa,2010,Istanbul:
N

orgunk
Publishing

H
ouse,2010,pp.82−89

に
英
訳
再
掲
。

（
６
）Shigem

iInaga

（ed.

）Crossing
C

ulturalB
orders,B

eyond
R

eciprocalA
nthropology,IR

C
JS,

（1999

）,2001.

（
７
）Shigem

i
Inaga,

“A
dditional

R
ecom

m
endations

for
the

D
ialog

betw
een

the
C

ivilizations,”
International

C
onference

on

the
D

ialogue
of

C
ivilizations,

Tokyo,
U

nited
N

ations
U

niversity,
31

July−3
A

ugust,
2001,

U
niversity

（accessible
by

w
eb

edition

）.

筆
者
を
こ
の
国
際
学
会
の
組
織
委
員
に
招
い
た
の
は
、
沙
漠
学
会
の
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
東
専
門
の
地
理
学
者
、
故
・
小
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堀
巌
教
授
で
あ
る
。
こ
こ
に
哀
悼
と
と
も
に
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
い
。

（
８
）

中
国
語
訳
が
「
理
解
異
質
文
化
的
可
能
性
与
極
限
性
」
と
し
て
王
賓
（
編
）『
獅
在
華
夏：

文
化
双
向
認
識
的
策
略
問
題
』
中
山
大
学
出

版
社
、
一
九
九
三
年
、
九
九
―

一
一
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

そ
の
発
表
論
文
は
以
下
に
掲
載
。Shigem

iInaga,Patricia
Fister

（eds.

）Traditional
Japanese

A
rts

and
C

rafts
in

the
21

stC
en-

tury,IR
C

JS,

（2005

）,2007.

本
論
集
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
七
回
国
際
研
究
集
会
報
告
書
で
あ
る
。

（
１０
）

稲
賀
繁
美
「
異
文
化
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
ゆ
く
か
」
佐
々
木
英
昭
（
編
）『
異
文
化
へ
の
視
線
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、

一
―
一
八
頁
に
そ
の
実
相
と
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
方
法
を
取
る
違
え
る
日
本
の
教
育
へ
の
批
判
を
展
開
し
た
。

（
１１
）

稲
賀
繁
美
（
編
）『
異
文
化
理
解
の
倫
理
に
む
け
て
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
１２
）

同
様
の
考
察
を
は
る
か
に
簡
潔
か
つ
具
体
的
に
、
し
か
も
よ
り
鋭
く
平
易
に
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
四
方
田
犬
彦
「
故
郷
と
国
家
」

『
人
、
中
年
に
到
る
』
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
五
頁
。

（
１３
）

そ
の
和
文
報
告
書
は
、
稲
賀
繁
美
（
編
）『
伝
統
工
藝
再
考
・
京
の
う
ち
そ
と
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

（
１４
）Shigem

iInaga,“Is
A

rt
H

istory
G

lobalizable?”
in

Jam
es

E
lkins

（ed.

）,Is
A

rt
H

istory
G

lobal,R
outledge,2007,pp.249−278.

Shigem
i

Inaga,
“T

ranslation”
in

Jam
es

E
lkins

et
al

（eds.

）A
rt

and
globalization

,
T

he
Stone

A
rt

T
heory

Institutes,
T

he

Pennsylvania
State

U
niversity

Press,Vol.1,,2010,pp.22−35.

（
１５
）Shigem

iInaga,C
lim

atology
ofC

ulturalC
onflicts,C

ollected
Papers

in
2

vols.Private
edition,2007

（not
in

circulation

）.

（
１６
）Shigem

iInaga

（ed.

）,Q
uestioning

O
riental

A
esthetics

and
T

hinking
:

C
onflicting

V
isions

of
‘A

sia’under
the

C
olonial

E
m

-

pires,IR
C

JS,

（2010

）,2011.

（
１７
）Shigem

i
Inaga

（ed.

）,A
rtistic

Vagabondage
and

N
ew

U
topian

Projects:
T

ransnational
Poïetic

E
xperiences

in
E

ast−A
sian

M
odernity

1905−1960,
Selected

Papers
from

the
X

IX
th

C
ongress

of
the

International
C

om
parative

Literature
A

ssociation
,

2011

（not
in

com
m

ercialdiffusion

）.

（
１８
）

関
連
す
る
国
際
学
会
で
編
者
が
招
聘
講
演
を
要
請
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
の
生
誕
百
五
十
周
年
を
記
念
し
た
国

際
学
会
、A

sia
after

Tagore
:

T
he

Legacy
of

R
abindranath

Tagore,”
Friend

of
the

K
ern

Institute

（V
V

IK

）,U
niversity

of

Leiden,Sep.23−24,2011.

ま
た
以
下
の
報
告
書
に
も
関
連
す
る
論
文
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。C

hanging
Perceptions

ofJapan

共同研究の構想と概要
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in
South

A
sia

in
the

N
ew

A
sian

E
ra,ed.by

U
no

Takao,InternationalSym
posium

in
India,IR

C
JS.,2009.

（
１９
）

な
お
関
連
す
る
問
題
意
識
を
扱
っ
た
研
究
論
集
で
編
者
が
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
、Overcom

ing
M

odernity
and

the
K

yoto
School,In-

ternational
Sym

posium

（organizer
:

Jun’ichi
Isom

ae

）,IR
C

JS.,
M

ay
23−24,

2009

が
、
追
っ
て

酒
井
直
樹
・
磯
前
順
一
（
編
）

『「
近
代
の
超
克
」
と
京
都
学
派：

近
代
性
・
帝
国
・
普
遍
性
』
日
文
研
叢
書
４６
、
以
文
社
、
二
〇
一
〇
年
と
し
て
日
本
語
で
の
み
出
版
さ
れ

て
い
る
。
ま
たD

evenir
l’A

utre
:

E
xpérience

et
récit

du
changem

ent
de

culture
entre

le
Japon

et
l’O

ccident,
textes

réunis
et

présentés
par

C
hristine

M
aillard

et
Sakae

M
urakam

i−G
iroux,

Paris
:

Piquiet,
2011

は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

細
川
周
平
氏
が
中
心
と
な
り
、
ア
ル
ザ
ス
日
本
研
究
所
と
共
催
で
企
画
し
た
同
題
の
国
際
研
究
会
の
報
告
書
で
あ
る
。
編
者
は
本
研
究
会
の

統
括
討
議
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
そ
の
報
告
原
稿
は
、
編
集
上
の
都
合
で
上
記
編
著
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
別
途
刊
行
予
定
で
あ
る
。

（
２０
）

第
三
分
科
会
で
は
、
戦
暁
梅
・
藤
原
貞
朗
両
氏
の
主
催
に
よ
り
「
一
九
一
〇
―

三
〇
年
代
の
国
際
環
境
の
な
か
の
中
国
美
術
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
東
京
工
業
大
学
、
二
〇
一
一
年
七
月
十
六
日
を
開
催
し
、
久
世
夏
奈
子
氏
が
美
術
研
究
誌
『
国
華
』
に
み
え
る
中
国
美
術
の
扱

い
を
分
析
し
、
藤
原
貞
朗
氏
が
瀧
精
一
の
東
洋
美
術
研
究
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
で
は
二
〇
一
一
年
七
月
九
日
の
例

会
で
、
南
明
日
香
氏
が
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ト
レ
ッ
サ
ン
の
日
本
美
術
研
究
、
藤
原
貞
朗
氏
が
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ヨ
ン
と
ポ
ス
ト
・
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
美
学
を
め
ぐ
る
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
戦
暁
梅
氏
も
寄
稿
し
て
い
る
『
民
国
期
美
術
へ
の
ま
な
ざ
し

辛
亥
革
命
百
年
の

展
望
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
も
参
照
さ
れ
た
い
。
い
ず
れ
も
日
本
の
東
洋
学
術
と
ア
ジ
ア
さ
ら
に
は
西
欧
世
界
と
の
関
係
を
問
い
直
す

先
駆
的
な
視
点
を
含
む
。

（
２１
）

な
お
、
佐
野
真
由
子
氏
は
、
当
該
研
究
会
第
四
部
会
の
延
長
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
の
研
究
会
を
実
施
し
て
い
る
。「
万
国
博
覧
会
と
東

ア
ジ
ア
―
―
共
同
研
究
の
可
能
性
を
探
る
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
五－

二
六
日
（
所
内
・
所
長
裁
量
経
費

に
よ
る
運
営
）。
お
よ
び
、「
万
国
博
覧
会
と
ア
ジ
ア
―
―
上
海
か
ら
上
海
へ
、
そ
し
て
そ
の
先
へ
」
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
一
年
九
月
三
〇
日
―
十
月
一
日
（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
・
所
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
経
費
に
よ
る
運
営
）。

（
２２
）

関
連
す
る
企
画
と
し
て
編
者
が
関
与
し
た
も
の
に
は
、『
近
代
の
東
ア
ジ
ア
イ
メ
ー
ジ：

日
本
近
代
美
術
は
ど
う
ア
ジ
ア
を
描
い
て
き
た

か
』
豊
田
市
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
（
本
書
第
二
章
、
千
葉
慶
論
文
参
照
）。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
近
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
意
識
に
つ

い
て
は
、
稲
賀
繁
美
「
相
互
浸
透
す
る
北
米
ア
ジ
ア
研
究
の
現
状
と
、
閉
塞
す
る
日
本
研
究
人
文
学
の
凋
落
と
―
第
七
〇
回
北
米
ア
ジ
ア
研

究
会
ホ
ノ
ル
ル
大
会
・
傍
聴
記
」『
あ
い
だ
』（
百
八
十
二
号
よ
り
百
八
十
五
号
、
四
回
分
載
、
二
〇
一
一
年
）
も
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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さ
ら
に
東
西
の
価
値
観
の
相
克
と
そ
の
な
か
で
の
思
索
に
つ
い
て
は
、A

esthetics
and

C
ultures,

First
Polish−Japanese

M
eeting,

E
x-

changing
E

xperiences,
Jagellonian

U
niversity,

K
rakaw

,
M

ay
23−24,

2011.

日
本
比
較
文
学
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
橋

本
順
光
氏
・
企
画
）「
欧
州
航
路
の
比
較
文
学
」
九
州
産
業
大
学
、
二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日
、
発
題
は
、
橋
本
氏
の
ほ
か
、
西
原
大
輔
、

山
中
由
里
子
各
氏
に
本
書
編
者
。
前
者
で
は
矢
代
幸
雄
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
後
者
で
は
和
辻
哲
郎
『
風
土
』
の
場
合
に
ひ
と
つ
の
焦

点
が
探
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
関
連
報
告
論
文
は
、
本
報
告
書
と
は
別
に
刊
行
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
一
年
は
、
柳
宗
悦
を
朝
鮮
陶
磁

器
に
開
眼
さ
せ
た
淺
川
伯
教
、
淺
川
巧
兄
弟
の
う
ち
、
弟
の
生
誕
百
二
十
年
を
記
念
し
て
『
時
代
の
国
境
を
越
え
た
愛：

淺
川
巧
の
林
業
と

韓
国
民
族
工
藝
に
関
す
る
研
究
』（
ソ
ウ
ル
国
際
親
善
協
会
・
淺
川
学
術
会
議
）
が
二
〇
一
一
年
九
月
五
日
、
ソ
ウ
ル
の
韓
国
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
本
書
の
関
係
者
と
し
て
は
、
朴
美
貞
氏
が
事
務
渉
外
に
関
与
し
、
橋
本
順
光
氏
と
筆
者
が
講
演
を
行
っ
た
。
講
演
原

稿
は
同
報
告
書
に
ハ
ン
グ
ル
訳
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２３
）

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
報
告
で
あ
る
本
書
と
は
別
途
に
刊
行
さ
れ
た
、
関
連
す
る
並
列
的
企
画
と
し

て
、
編
者
が
参
与
し
た
も
の
に
限
定
し
て
若
干
を
以
下
に
註
記
す
る
。
楽
黛
雲
・
孟
華
（
主
編
）『
多
元
之
美E

sthétique
du

D
ivers

』
北

京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
（
北
京
大
学
比
較
文
学
学
術
研
討
会
報
告
書
）。
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
・
ア
ー
ト
分
科
会
編
『
物
気

色M
onokeiro

』
美
学
出
版
、
二
〇
一
〇
年
（
和
英
二
ヶ
国
語
出
版
）。Jam

es
E

lkins,
Zhivka

Valiavicharska
and

A
lice

K
im

（ed.

）,

A
rt

and
G

lobalization
,Pennsylvania

State
U

niversity
Press,2010.

（
２４
）

な
お
編
者
はInternational

C
onference,

Forgotten
Japonism

e,
T

rA
IN

R
esearch

C
entre,

U
niversity

of
the

A
rts

London,

Sackler
G

allery,
V

ictoria
&

A
lbert

M
useum

,
London

に
て
招
聘
講
演“Q

uestions
of

O
riental

A
esthetics

:
antithesis

to
D

e-

sign?”

（Juiy
9,

2010

）
ま
た
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
たInternational

C
onference,

O
rientalism

/O
ccidentalism

:
Languages

of

C
ultures

vs.Languages
of

D
escription,R

ussian
A

cadem
y

of
State

Service
under

the
President

of
the

R
ussian

Federation,

M
oscow

,Sep.23−25,2010

で
は
、Key−note

lecture
“C

rossing
A

xes
:

O
ccidentalism

and
O

rientalism
in

M
odern

V
isualR

ep-

resentations
of

the
M

anchuguo

（1931−1945

）”

を
講
演
し
た
。
講
演
原
稿
は
、
現
在
個
別
に
発
刊
準
備
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
編
者
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）「「
東
洋
」
的
価
値
観
の
許
容
限
界：

「
異
質
」
な
思

想
・
藝
術
造
形
の
国
際
的
受
容
と
拒
絶
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
環
を
、
招
聘
を
う
け
た
国
際
学
会
の
場
を
借
り
て
海
外
発
信
し
た
も
の

で
あ
る
。

共同研究の構想と概要
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